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VLOOKUP 関数 

ＶＬＯＯＫＵＰ関数を使ってみよう！ 

エクセルの関数は４７０種類程ありますが、よく使う関数や、知っていて損のない

関数はごく一部です。 

その中でも、特に便利で利用しやすい「ＶＬＯＯＫＵＰ関数」について説明します。 

 

「エクセルでこういう表を作りたいんだけど…」というご相談をよくいただきます

が、このＶＬＯＯＫＵＰ関数を使えば解決できるものも多々あります。 

「使ったことあるよ」という方も、「関数はちょっと苦手で」という方も、どうぞ

ご覧下さい。 

 

ＶＬＯＯＫＵＰって、どんな関数？ 

ＶＬＯＯＫＵＰとは、指定した範囲の中から検索条件に一致したデータを検索し、

取り出してくれる関数です。 

例えば、商品コードを入力しただけで、その商品の商品名や単価を表示させること

ができます。（もちろん、元となる商品一覧表（商品マスタ）は必要です） 

 

 

図-１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【①】に商品コードを入力すると、商品マスタ【②】から商品名や 単価を検索し、

結果を【③】に表示します。 

 

① ③ ② 
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VLOOKUP 関数 

関数の書式は？ 

図-１において関数の式が入力されているのは、③ のセル（商品名） です。 

入力されている式は以下の通りです。 

 

=VLOOKUP（検索値〔①〕，範囲〔②〕， 列番号〔②〕，検索方法の指定） 

 

検索値〔①〕 
③に関数を入力した後、商品コードを打ち込むセルです。 

打ち込むと、③に 商品名、及び単価が表示されます。 

範囲〔②〕 

商品一覧表のセルです。 

表内左端の列（「１」の列）に、検索に用いる商品コードが入力 

されている必要があります。 

列番号 

範囲〔②〕内の、何列目に取り出したいデータがあるかを 

指定します。 

【図:１】の例の場合、商品名を取り出したい場合は「３」、単価を

取り出したい場合「５」となります。 

※列数に制限はありません。 

検索方法の 

指定 

「ＦＡＬＳＥ」または「ＴＲＵＥ」で指定します。 

「ＦＡＬＳＥ」と指定すると、検索値と完全に一致する値だけを 

範囲の中から検索します。 

「ＴＲＵＥ」を指定すると、検索値と一致する値がない場合、 

一番近い値を検索します。 

 

※一般的に「ＦＡＬＳＥ」の代わりに「0」と、「ＴＲＵＥ」の 

代わりに「1」と入力することも可能です。 
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VLOOKUP 関数 

実際に入力してみよう 

例を用いて、具体的な式の入力法方法を見ていきましょう。 

図-２では、関数式は セル 【D3】 に入力されています。 

図-２ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■範囲〔②〕のセルの “＄” マーク  

「＄Ｉ＄３ ： ＄Ｎ＄１２」の“＄”マークは、その範囲が「絶対セル番地」であることを示し

ています。 

例えば、Ｄ３に入力されている式をＤ４へコピーした場合、範囲が絶対セル番地で指定されてい

ないと、参照範囲もずれてコピーされてしまいます。 （この場合、Ｉ３ ～ N１２になります） 

範囲〔②〕を絶対セル番地で指定しておけば、 式をどこにコピーしても、 

 

範囲は必ずＩ３ ～ Ｎ１２を参照するようになります。 

 

 

２列 ３列 ４列 ５列 ６列 

=VLOOKUP(C3,$I$3:$N$12,3,0) 

検索値 範囲 列番号 

検索方法の指定 
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VLOOKUP 関数 

関数をセルに直接入力するのは大変なので「関数の引数」ダイアログボックスを表示させて関数

を入力すると便利です。 

関数の引数」ダイアログボックスを表示するには、関数の挿入ボタンをクリックします。 

※セル【Ｄ３】を選択しておきましょう 

 

 

 

 

関数の引数」ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「関数の分類」が「最近使った

関数」になっているので 

   をクリックして「検索／

行列」に変更します 

①「検索値」ボックスにカーソルがある

ことを確認しセル【C3】をクリック 

セル【D3】を選択して 

（関数の挿入ボタン） 

をクリックします 

②「範囲」ボックスにカーソルを移動

して、セル範囲【I3:N12】をドラッグ

し Ｆ４ キーを１回押して

「$I$3:$N$12」 とします。 

③「列番号」ボックスにカー

ソルを移動して、「3」を入力 

④「検索方法」ボックスにカー

ソルを移動して、「0」を入力 

日本語入力モードは  A  （オフ）で！  

⑤最後に「ＯＫ」ボタンをクリック 

VLOOKUP関数の引数入力ダイアログボックスが表示されます 


